
大
組
織
を
変
え
る
、
変
え
続
け
る
　
そ
の
戦
略
と
は

○
私
た
ち
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
？

１
一
は
じ
め
に

　

"
構
造
改
革
"
は
、
我
が
国
の
政

治
経
済
・
行
政
の
近
代
史
の
中
で

も
お
そ
ら
く
最
も
古
く
、
多
用
さ

れ
て
き
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
実
行
し
な
け
れ
ば
倒
産
に
追
い

込
ま
れ
る
民
間
企
業
の
成
功
例
は

見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逸
し
た
り
、
相
応
し
い
リ
ー

ダ
ー
に
恵
ま
れ
ず
に
倒
産
・
吸
収

さ
れ
た
企
業
も
多
い
。

　
政
府
機
関
や
自
治
体
で
も
、
形
＝

入
れ
物
を
変
え
る
組
織
再
編
を
”
構

造
改
革
”
と
称
し
て
、
実
り
の
な
い

レ
ベ
ル
で
留
ま
っ
た
例
は
多
い
。

　
"
構
造
改
革
"
は
、
そ
こ
で
働
く

人
た
ち
の
"
思
考
構
造
の
変
革
”
に

至
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
個

人
と
組
織
の
日
々
の
取
組
や
判
断

に
当
た
っ
て
の
”
共
有
の
価
値
基

準
の
変
革
”
に
ま
で
達
し
て
、
初

め
て
実
効
あ
る
も
の
と
な
る
。

　
一
般
的
に
、
個
々
の
組
織
で
職

員
か
ら
部
門
長
ま
で
が
価
値
基
準

を
共
有
す
る
偶
然
は
少
な
く
、
”
良

い
瞬
間
”
も
組
織
に
付
き
物
の
異

動
に
よ
り
継
続
し
な
い
。

　
故
に
、
経
験
を
積
ん
だ
”
大
人
”

は
簡
単
に
は
変
革
し
な
い
。
出
る
杭

は
打
た
れ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
し
、
何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の

か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
な
の
か
を
自
問
し
よ
う
と
し
て

も
”
大
人
の
私
”
が
邪
魔
を
す
る
。

　
今
、
多
く
の
自
治
体
が
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
と
言
う
よ
り

も
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
逼
迫

し
た
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に

　
”
大
人
の
私
”
で
構
成
さ
れ
た
「
組

織
」
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
て
い
る

と
想
像
さ
れ
る
。

　
”
改
革
”
の
目
的
は
「
こ
こ
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
く
れ
る

市
民
と
「
こ
の
市
役
所
で
働
け
て

良
か
っ
た
」
と
思
う
職
員
を
一
人

で
も
多
く
増
や
す
こ
と
に
尽
き
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
個
々
の
職

員
が
、
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
立
場

と
役
割
を
認
識
し
て
行
動
で
き
、
そ

う
し
た
職
員
を
し
っ
か
り
と
支
え

ら
れ
る
組
織
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
横
浜
市
役
所
の
構
造
改
革
は
、

個
と
組
織
の
持
続
的
な
変
革
を
目

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
個
々
の
改
革
事
例
は
各
論
に
委

ね
る
こ
と
と
し
、
こ
の
項
で
は
最
前

線
で
改
革
を
進
め
る
経
営
幹
部
の

役
割
を
中
心
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

２

横
浜
市
役
所
の
構
造
改
革

　
以
後
、
７
月
に
は
市
役
所
の
構

造
改
革
に
本
格
的
に
着
手
す
る
た

め
に
、

①
市
役
所
分
権
宣
言

②
都
市
経
営
戦
略
会
議
、
都
市
経

　
営
執
行
会
議
の
設
置

③
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
設
置

を
、
９
月
に
は
政
策
・
財
政
・
運

営
を
連
動
さ
せ
、
横
浜
の
再
発
展

を
目
指
す
戦
略
「
横
浜
リ
バ
イ
バ

ル
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
（
図
１
）
。

　
①
の
市
役
所
の
分
権
で
は
、
局

区
が
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
決

裁
区
分
の
見
直
し
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
分
野
の
責
任
者
で
あ
る

局
区
長
に
権
限
を
移
譲
し
た
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
意
思

決
定
シ
ス
テ
ム
を
明
確
化
し
、
市

政
全
般
に
関
わ
る
特
に
重
要
な
政

策
判
断
は
市
長
も
加
わ
る
「
戦
略

会
議
」
で
、
局
区
の
施
策
は
副
市

長
・
収
入
役
を
中
心
と
し
た
「
執

行
会
議
」
に
委
ね
る
な
ど
、
議
論
の

活
発
化
を
図
る
と
と
も
に
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
③
の
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
は
、
「
前

例
に
と
ら
わ
れ
ず
改
革
推
進
の
エ

ン
ジ
ン
た
れ
」
と
の
趣
旨
で
、
改

革
の
環
境
と
仕
組
み
づ
く
り
の
た

執
筆
者

岡
部
　
豊

（
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
）
部
長

表１　横浜市の基本的な数値
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個
と
組
織
の
持
続
的
な

変
革
を
め
ざ
し
て

①
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
５
つ
の
指
針

　
平
成
1
4
年
４
月
、
中
田
市
長
が

就
任
し
、
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時

代
認
識
と
市
政
運
営
の
基
本
理
念

「
民
の
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る

社
会
」
を
明
示
し
た
。
さ
ら
に
横

浜
が
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
し
て
、

①
「
市
民
の
力
が
創
り
出
す
生
活

　
充
実
都
市
の
創
造
」

②
「
地
域
か
ら
地
球
に
広
が
る
環

　
境
行
動
都
市
」

③
「
横
浜
の
可
能
性
を
追
求
す
る

　
個
性
発
揮
都
市
」

の
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
の

役
割
と
し
て
、

①
積
極
的
な
情
報
の
公
開
と
提
供

②
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
の
推
進

③
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立

④
民
間
の
活
力
を
引
き
出
す
環
境

　
の
整
備
、
経
済
活
動
の
活
性
化

⑤
市
民
の
力
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

の
５
つ
の
新
し
い
都
市
経
営
の
指

針
を
掲
げ
、
成
長
拡
大
を
前
提
と

し
て
い
る
市
役
所
内
の
あ
ら
ゆ
る

仕
事
の
点
検
を
指
示
し
た
。

都
市
経
営
局
都
市
経
営
推
進
部

《1》



め
の
自
発
的
な
取
組
を
使
命
と
し

て
発
足
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

で
は
、
全
体
の
改
革
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
は
勿
論
の
こ
と
、
特
に
経
営

責
任
職
（
本
市
で
は
局
区
長
、
部

長
級
を
経
営
責
任
職
と
い
う
）
を

対
象
に
多
く
を
発
信
し
て
き
た
。

な
ぜ
な
ら
、
最
前
線
の
職
員
に
と

っ
て
、
よ
り
身
近
な
経
営
責
任
職

が
、
情
熱
を
持
っ
て
自
ら
の
言
葉

で
語
り
続
け
な
け
れ
ば
”
大
人
の

私
”
は
変
革
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
何
か
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

　
表
２
で
は
、
こ
の
間
の
主
な
取
組

を
「
５
つ
の
新
し
い
都
市
経
営
の
指

針
」
に
よ
り
分
類
し
て
い
る
。
個
々

の
取
組
の
詳
細
は
、
項
目
の
後
に

掲
載
ペ
ー
ジ
を
記
し
て
る
が
、
そ
の

大
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
積
極

的
な
情
報
の
公
開
と
提
供
で
あ
る
。

　
中
田
市
長
は
、
就
任
後
直
ち
に

市
長
交
際
費
、
土
地
開
発
公
社
保

有
土
地
の
時
価
評
価
、
全
会
計
の

市
債
残
高
な
ど
市
の
財
務
情
報
を

公
開
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
庁
内

は
も
と
よ
り
市
民
に
対
し
て
も
議

論
を
喚
起
し
た
。

　
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
間
に
庁
内

で
最
も
変
革
し
た
の
は
「
情
報
」
に

つ
い
て
の
意
識
と
言
え
る
。
そ
れ

ま
で
の
「
結
果
」
の
公
表
か
ら
、
プ

ロ
セ
ス
の
公
開
・
提
供
、
説
明
責
任

の
一
般
化
、
そ
し
て
市
民
と
と
も
に

考
え
る
姿
勢
な
ど
、
仕
事
の
進
め
方

の
基
本
原
則
が
大
き
く
変
革
し
た
。

　
企
業
・
行
政
を
問
わ
ず
最
も
重

視
さ
れ
る
価
値
観
は
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
含
む
経
営
情
報
の
積

極
的
な
開
示
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス

情
報
こ
そ
公
表
し
、
そ
の
原
因
と

改
善
策
を
探
し
、
組
織
再
生
の
糧

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
中
田
市
長
は
「
誉
め
ら

れ
る
こ
と
に
貪
欲
に
な
る
こ
と
」

も
求
め
て
き
た
。
改
革
・
改
善
の

内
容
や
成
果
を
分
か
り
や
す
く
市

民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

に
は
個
々
の
職
員
の
広
報
マ
イ
ン

ド
と
組
織
と
し
て
の
広
報
戦
略
が

重
要
と
な
る
。

　
市
民
満
足
度
の
向
上
と
は
、
具

体
的
な
改
革
・
改
善
の
成
果
の
積

み
上
げ
と
と
も
に
、
「
何
の
た
め

に
」
と
「
何
か
ど
う
変
わ
る
の
か
」

が
市
民
に
確
実
に
伝
わ
り
、
理
解

さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

３

横
浜
市
役
所
は
何
を

目
指
し
て
い
る
の
か
？

①
持
続
可
能
な
市
役
所
経
営

　
”
持
続
可
能
な
組
織
”
と
は
、
ど

の
よ
う
な
状
態
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
健
全
な
財
務
状
況

で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
組
織
の
社

会
的
使
命
を
自
覚
し
、
他
よ
り
優

れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
”
ら
し
さ
”
が
提

供
で
き
、
そ
の
こ
と
で
。
顧
客
の

支
持
‘
を
得
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
内
部
的
に
は
、
経
営
幹
部
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
最
前
線
の

図１　横浜リバイバルプランの構造図職
員
に
ま
で
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
さ

れ
、
個
々
の
職
員
が
き
ち
ん
と
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
内
の
一
つ
で
も
欠
落
し
た

民
間
企
業
は
、
倒
産
の
憂
き
目
を

見
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
治
体
で

は
い
ず
れ
の
一
つ
で
も
満
点
を
取

れ
る
所
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
我
が
国
の
政

治
経
済
状
況
を
「
失
わ
れ
た
1
0
年
」

と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
行

政
へ
の
信
頼
感
に
つ
い
て
も
同
様

な
表
現
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
「
変
わ
ら
な
か

っ
た
行
政
」
と
「
進
化
し
た
市
民
」

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
が
原
因
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　
結
局
は
、
変
わ
る
べ
き
時
に
ど

図２　年間経営サイクル（ＰＤＣＡ）

横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
の
説
明

　
政
策
・
財
政
・
運
営
の
３
プ
ラ
ン
を
連
動

さ
せ
る
横
浜
市
の
中
期
計
画
の
総
称
。
都
市

経
営
戦
略
と
し
て
「
市
民
と
と
も
に
都
市
を

経
営
す
る
」
を
基
本
に
推
進
し
て
き
た
。

　
1
6
年
度
末
の
各
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
、

「
中
期
政
策
プ
ラ
ン
」
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約

5
7
％
、
「
中
期
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
市
債
発
行

枠
の
マ
イ
ナ
ス
８
％
の
堅
持
、
1
8
年
度
の
市

税
収
納
率
目
標
9
5
･
5
％
に
対
し
9
5
・
3
％
、

「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
取
組
項
目
は
9
1
％
を
実
施
、
職
員
定
数
は

1
8
年
度
末
ま
で
の
目
標
2
1
0
0
人
に
対

し
、
1
8
1
9
人
を
削
減
（
市
大
法
人
化
分

を
除
く
）
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
1
8
年
度
早
々
に
確
定
す
る
予
定
の
「
長
期

ピ
ジ
ョ
ン
」
の
概
ね
2
0
年
後
の
都
市
像
を
踏

ま
え
、
1
8
年
度
内
に
次
期
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
。
現
在
、
現
行
プ
ラ
ン
の
検

証
を
進
め
て
い
る
。
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う
変
革
で
き
る
の
か
、
と
い
う
組

織
と
個
人
の
あ
り
様
に
行
き
着

き
、
中
で
も
経
営
責
任
職
の
役
割

は
大
き
い
。

②
変
革
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

　
―
経
営
責
任
職
の
役
割
―

　
経
営
責
任
職
は
、
望
ま
し
い
組

織
の
姿
を
描
き
、
実
現
に
向
け
た

工
程
管
理
が
責
務
と
言
え
る
。
３

年
を
経
て
、
よ
う
や
く
年
間
の
経

営
サ
イ
ク
ル
と
検
証
、
評
価
の
仕

組
み
が
定
着
し
て
き
た
。

　
図
２
の
と
お
り
、
年
間
の
経
営

サ
イ
ク
ル
は
、
ま
ず
９
月
に
発
表

す
る
翌
年
度
の
「
都
市
経
営
の
基

本
的
な
考
え
方
」
に
よ
り
、
局
区

が
予
算
編
成
と
組
織
・
人
員
配
置

を
議
論
す
る
た
め
の
方
向
性
を
明

示
す
る
。
こ
こ
で
は
、
翌
年
度
の

重
点
政
策
課
題
と
予
算
編
成
方
針

も
同
時
に
発
表
す
る
。

　
局
区
長
に
は
、
こ
れ
を
自
局
区

の
最
前
線
の
職
員
に
ま
で
説
明

し
、
翌
年
度
の
局
区
の
経
営
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
が
使
命
と
し

て
与
え
ら
れ
る
。

　
中
田
市
長
就
任
前
か
ら
、
財
政
状

況
は
悪
化
し
て
お
り
一
般
会
計
予

算
は
７
年
連
続
し
て
前
年
を
下
回

り
、
職
員
数
も
平
成
1
0
年
度
以
降
、

純
減
基
調
に
あ
る
。
局
区
の
予
算
編

成
、
執
行
体
制
は
、
事
業
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
前
提
と
な
り
、
局
区

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
２
月
に
は
、
予
算
案
と
と
も
に

「
都
市
経
営
の
基
本
方
針
」
を
発

表
し
、
議
決
の
後
に
局
区
は
翌
年

度
の
「
運
営
方
針
」
を
策
定
す
る
。

「
運
営
方
針
」
は
市
民
と
の
約
束

で
あ
る
と
同
時
に
、
市
長
と
局
区

長
の
。
契
約
‘
で
も
あ
る
。
こ
の

契
約
は
、
局
区
長
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
、
人

事
考
課
と
連
動
し
て
い
る
。

　
４
月
に
は
「
運
営
方
針
」
に
つ

い
て
、
市
長
と
局
区
長
が
面
談
し

契
約
を
確
定
さ
せ
、
５
月
に
は
市

民
に
公
表
す
る
。

　
以
降
、
事
務
・
事
業
が
局
区
で

展
開
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
経
営
シ

ス
テ
ム
改
革
の
一
環
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
「
横
浜
型
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
」
を
導
入
し
て
い
る
。
こ

れ
は
３
月
末
に
年
度
が
終
わ
り
、

翌
日
か
ら
は
新
年
度
が
始
ま
る
と

い
う
仕
事
の
進
め
方
を
、
大
方
の

業
務
は
４
月
か
ら
1
2
月
末
ま
で
の

間
に
見
通
し
を
付
け
、
１
月
か
ら

３
月
ま
で
は
翌
年
度
に
向
け
た
検

証
・
評
価
の
期
間
と
し
よ
う
と
の

発
想
で
あ
る
。

　
局
区
長
に
は
、
「
運
営
方
針
」
を

自
ら
の
言
葉
で
最
前
線
に
ま
で
確

実
に
伝
え
る
使
命
が
あ
り
、
1
0
月

に
は
市
長
と
の
「
中
間
振
返
り
面

談
」
に
よ
り
、
課
題
の
抽
出
と
解

決
策
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
。
局

区
長
は
、
こ
れ
を
基
に
下
半
期
の

仕
事
の
進
め
方
に
修
正
を
加
え
、

翌
３
月
末
の
「
期
末
振
返
り
」
ま
で

の
成
果
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
が
、
本
市
の
経
営
サ
イ
ク
ル

と
局
区
長
の
評
価
の
仕
組
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は

局
区
長
の
経
営
責
任
、
特
に
市
民
・

職
員
と
の
共
有
、
進
行
管
理
、
そ
し

て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
定
着
と
。
契
約
‘
の

重
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
局
区
の
経

営
責
任
職
に
も
求
め
ら
れ
、
直
接

に
職
員
を
指
揮
・
監
督
す
る
運
営

責
任
職
（
本
市
で
は
、
課
長
・
係
長

を
運
営
責
任
職
と
い
う
）
を
通
じ

て
、
そ
れ
を
ど
う
共
有
し
内
発
的

な
行
動
に
結
び
つ
け
る
か
が
、
変
革

の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
と
な
る
。

③
職
員
の
力
が
存
分
に
発
揮
で
き

　
る
市
役
所
に

　
自
治
体
の
改
革
、
特
に
個
と
組

織
の
あ
り
様
を
問
い
詰
め
て
い
く

と
、
大
方
の
問
題
が
人
事
給
与
制

度
に
行
き
着
き
、
こ
れ
と
連
動
さ

せ
な
け
れ
ば
改
革
も
覚
束
な
い
。

　
多
く
の
善
良
な
公
務
員
が
、
何

故
に
持
て
る
能
力
を
発
揮
し
な
く

な
る
の
か
、
何
故
に
や
っ
て
も
や

ら
な
く
て
も
同
じ
な
の
か
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
何
故
を
検
証
し
、
今
、

解
決
し
な
け
れ
ば
「
職
員
の
力
が

存
分
に
発
揮
で
き
る
市
役
所
」
に

は
な
ら
な
い
し
、
進
化
を
続
け
る

市
民
と
の
乖
離
は
広
が
る
。
個
々

の
職
員
が
。
大
人
の
私
‘
か
ら
脱

却
す
る
の
に
、
残
さ
れ
て
い
る
時

間
は
多
く
は
な
い
。

　
職
員
は
、
市
民
か
ら
見
れ
ば
。
行

政
の
プ
ロ
‘
で
あ
り
、
プ
ロ
を
育

て
る
た
め
に
は
相
応
し
い
育
成
方

法
と
人
事
給
与
と
が
連
動
し
た
シ

ス
テ
ム
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
大
方
の
職
員
に
は
、
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
職
業
や
仕
事
を
語
り

た
い
と
い
う
本
質
的
な
欲
求
が
あ

る
。
自
治
体
の
業
務
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
個
々
の
職
員
が
一
定
の

経
験
を
重
ね
た
後
に
、
プ
ロ
と
し
て

の
力
が
発
揮
で
き
る
職
域
を
自
ら

選
択
し
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
必
須

単
位
と
し
て
習
得
し
て
行
く
。
そ

れ
が
給
与
と
連
動
す
る
よ
う
な
自

己
開
発
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。

４

お
わ
り
に
―
継
続
す
る
改
革

の
風
土
づ
く
り
―

　
平
成
2
1
（
2
0
0
9
）
年
、
横
浜

は
開
港
１
５
０
周
年
・
市
政
１
２

０
周
年
を
迎
え
る
。

　
2
0
年
前
の
市
政
１
０
０
周
年
で

は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
真
只
中
、
み
な

と
み
ら
い
2
1
地
区
で
「
横
浜
博
覧

会
（
Ｙ
Ｅ
Ｓ
８
９
）
」
を
開
催
し
て
い
た
。

　
翌
、
平
成
２
（
1
9
9
0
）
年
、
バ

ブ
ル
経
済
は
崩
壊
す
る
が
、
ま
だ

多
く
の
人
が
バ
ブ
ル
の
再
来
と
早

期
の
景
気
回
復
を
信
じ
て
い
た
。

横
浜
市
が
後
年
度
の
財
政
運
営
を

強
く
意
識
し
た
の
は
、
市
債
の
償
還

費
用
が
増
大
し
、
新
た
な
市
債
発

行
の
考
え
方
が
求
め
ら
れ
た
平
成

９
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
間
に
、
日
本
経
済
は
国
際

的
に
も
失
速
し
、
商
社
・
銀
行
の

倒
産
、
生
き
残
り
を
か
け
た
企
業

の
合
併
、
人
員
整
理
な
ど
が
進
み
、

国
中
が
閉
塞
感
に
包
ま
れ
た
が
、

市
役
所
内
で
財
政
状
況
の
悪
化
が

理
解
さ
れ
、
危
機
感
が
共
有
さ
れ

る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
こ
こ
数
年
、
財
政
難
を
理
由
と

し
た
事
業
の
見
直
し
や
身
近
な
改

善
例
は
積
み
上
が
っ
て
き
た
が
、

仕
事
の
進
め
方
や
モ
ノ
の
考
え
方

の
変
革
に
ま
で
至
っ
た
と
は
言
い

難
い
。
変
革
を
当
た
り
前
の
こ
と

と
捉
え
ら
れ
る
個
人
は
着
実
に
増

え
て
い
る
が
、
組
織
的
に
は
。
大

人
の
私
‘
が
ま
だ
多
く
い
る
。

　
「
平
成
1
7
年
度
横
浜
市
民
意
識

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
2
0
年
後
の
社

会
が
「
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
市
民
は
半
数
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
は
2
6
年
前
（
昭
和
5
4
年
）

の
調
査
の
倍
近
い
数
値
で
あ
り
、

市
民
の
将
来
予
測
は
明
る
く
は
な

い
。
加
え
て
、
横
浜
の
人
口
は
今

後
2
0
年
間
は
増
加
し
（
高
位
推
計

値
）
、
生
産
年
齢
人
口
は
今
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
始
め
る
。
少
子

高
齢
化
等
に
よ
る
行
政
需
要
は

益
々
増
大
し
、
一
方
で
税
負
担
者

は
減
少
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
今
、
折
り
し
も
2
0
年
先
を
見
据

え
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

て
い
る
。
開
港
以
来
の
進
取
の
気

風
と
”
ミ
ナ
ト
”
か
ら
全
国
に
発
信

を
続
け
て
き
た
横
浜
に
は
、
新
し

い
自
治
体
経
営
モ
デ
ル
と
職
員
像

を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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表２　横浜リバイバルプラン関連の主な成果

10■特集・横浜市役所の構造改革
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